
デッドライン・ヒーローズ「ライア」 

――――――――――――――――――――――――― 

▼事前の公開情報 

 

リトライ：2 

初期グリット：3 

チャレンジ：2 

クエリー：3 

 

▼予告 

ヒーローが子供たちを助ける。 

子供たちがヒーローに憧れる。 

それはとてもよくあることだ。 

死線の上(デッドライン)にあるこの世界でも、たびたび起こる幸福な事例だ。 

けれどその日、(PC1のヒーロー名)の所に持ちこまれたのは 

「子供たちからの、ヒーロー救出依頼」だった。 

G6にも記録のない、彼のヒーローネームは「ライア」。 

 

同じ頃、とあるヴィラネスが 

「人間の子供の腕」を収集しているという情報が、 

ヒーローたちの元に、届いた。 

 

デッドライン・ヒーローズTRPG 

「ライア」 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ちいさな指揮官がちゃんといて、 

しきりにみなを導いた。 

ひそかに胸をいためながら 

――なぜって、道を知らなかったんだ。 

 （ベルトルト・ブレヒト「子どもの十字軍」） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

▼プレイ人数 / プレイ時間 

3人 / 3～4時間 

 

 

―――――――――――――――――――― 

▼エントリー01：少女の願い 

「おねがい、します。（PC1のヒーローネーム）さん」 

 ヒーローとして今日も働くキミのところに、小さな女の子が頼みごとをしに来

た。 

 内容は、ある人物の救出。彼女と仲間たち皆の大切な人なのだという。 

 依頼料のつもりなのか、ぱんぱんに膨らんだ巾着を差し出して、少女はキミ

に頭を下げる。中身はビー玉、貝ボタン、トレーディングカードに瓶の蓋…… 

かき集められた子供たちの宝物でいっぱいだった。 

「なまえは、『ライア』。ヒーローの、『ライア』です」 

 

※子供から依頼を受けるエントリーです。 

※条件：「ヒーローとして少しでも名が知られている」「紹介者のいない子供

の依頼を受けられる」。 

―――――――――――――――――――― 

▼エントリー02：捜査の要 

 キミはG6の任務で、2週間前から続く児童連続行方不明事件の調査に当

たっている。これまではG6本部が犯人を捜索、ヒーローたちが「再発防止の

ためのパトロール」を行っていたが、事態が膠着。G6 はついに、捜査チーム

で最も有力なヒーローであるキミに「子供たちの救出、犯人の逮捕」を改め

て依頼したのだった。 

 同時に、市民にもよく知られているキミの名前と顔を出すことで、広く一般に

情報協力を求めるという。歩く捜査本部となったキミのもとには、次々と情報

が舞いこみはじめ―― 

 

※「行方不明事件」の捜査活動の先陣を切る立ち位置のエントリーです。PC

の合流の要ともなることが想定されます。 

※条件：G6に所属している、又はG6から信頼があり依頼を受けられる。 

※市民に人気がある、色々な意味で有名人、環境値が高い、などの特性を

持つヒーローにお勧めです。 

―――――――――――――――――――― 

▼エントリー03：再戦の誓い 

 キミは先日、「ザ・カーニバル」の女ヴィラン「ザ・ウィーバー」の作り出した

クリーチャーと戦った。 

 キミもかなりの深手を負ったが、相手もほぼ相打ちとなり、ヴィラネスは半壊

した「作品」を引きずってほうほうのていで逃げていった。 

「見てらっしゃいな、今度こそ私のこの子が勝ちますわ！」 

 負け犬の遠吠えと、その時は思ったものだったが…… 

 

 あのクリーチャーが「修繕」され、再び動き出そうとしているという。今度こそ、

あのとき刺せなかった止めを刺しに行かなければ。 

 

※バトル系のエントリーです。 

※条件：自分が戦った敵の再始動を知ったとき、再戦のために動き出せるヒ

ーローであること。 

※戦いの決着にこだわる、責任感が強い、執念深い、などの特性を持つヒー

ローにお勧めです。 

―――――――――――――――――――― 

 

※もし PC間に既知の関係を設定する場合、PC2を軸にする（PC1、3のど

ちらかあるいは両方が2と知り合い）のがお勧めです。 

  



▼シナリオの概要（GM用） 

―――――――――――――――――――― 

 

・「ザ・カーニバル」の女ヴィラン「ザ・ウィーバー」は、2 週間前に PC3 に敗

北して半壊した作品（クリーチャー）「ミニ・スローター」を修繕し、再戦を挑

まんとしていた。そのためのパーツとして人間の子供の腕を求め、気に入っ

たサイズの子供たちを攫う。   

 

・G6 では「児童連続行方不明事件」として捜査を開始するものの、なかなか

真相が掴めず、切り札とも言える有力なヒーローである PC2を呼び出した。 

 

・一方、ヴィランに監禁され、怯えて泣く子供たちの元に、「ライア」と名乗るヒ

ーローが現れる。必ず助けに来ると勇気づけた彼はそれきり姿を見せず、

「彼もヴィランに捕まってしまったのではないか」と心配になった子供たちは、

檻の隙間を抜けられる最年少の少女を使者に、PC1 のもとへ命がけの依

頼を届ける。「ヒーローを助けて、ヒーロー」 

 

・実は「ライア」はヒーローではない。子供たちを泣き止ませなければならな

かった一般人の青年が咄嗟についた嘘の中の存在に過ぎない。 

「存在しないヒーローを信じてしまった子供たち」を、「本物のヒーロー」で

あるPCたちがどのように救うかが本シナリオの主題となる。 

 

導入フェイズ 

―――――――――――――――――――― 

■□ イベント 00：ヴィラネスの作法 □■ 

 

▼登場キャラクター：NPCのみ 

▼場所：街のどこか、薄暗い場所(ザ・カーニバルに属するテントの中) 

 

▼状況 

 薄暗い空間に、子供のすすり泣く声がする。 

「ママ…… ママ……」「こわいよ」「おうち、かえして……」 

 涙は伝染し、やがて大勢が声を上げて泣きだしてしまう。 

 

 少し離れた別の部屋らしき場所。泣き声が届いている。 

 何かの作業をしていた小柄な女が、大げさに溜息をつく。 

「うるさいですわねー。お裁縫が進まないわ。やっとわたくしの手が治りまし

たのに」 

 針と糸を放りだし、隣で帳簿をつけていた痩せた男に声を掛ける。 

「ねえ、ちょっと。黙らせてきて頂戴な」 

「はい」 

 男は素直に立ち上がる。その背中を見送るように女が言う。 

「ああ、静かにならないようなら、2、3匹潰しても構わなくてよ？」 

「え……っ」 

 男はその場に凍りつく。それを見て笑いながら、 

「だって、それでも『足りそう』なんだもの。ま、静かになれば何でもいいわ。行

きなさい」 

 震えながら遠ざかる足音。溶暗。 

 

▼解説 

「ザ・カーニバル」の女ヴィラン、「ザ・ウィーバー」と、雑用兼ピエロの「アル

ロ」が会話しているシーン。PCたちのいない場面の描写である。 

ザ・カーニバルにさらわれた子供たち（行方不明事件の被害者）が別室で

泣いており、ザ・ウィーバーが「何人か殺してもいいからとにかく黙らせろ」と

指示を出している。ここでは PL たちにはとりあえず「ヴィラネスの非道さ」

「子供たちの危機」が伝わればよい。（この場面の情報は、後に PCたちにも

音声データとして手に入る） 

 

▼エンドチェック 

 □状況を読み終えた 

―――――――――――――――――――――― 

■□ イベント 01：ヒーロー救出依頼 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC1 

▼場所：PC1 の職場（ヒーローの姿をしていて、子供から接触のできそうな

時。街頭インタビュー後や、何か小さな事件（ひったくりなど）を解決した直

後などでもよい） 

 

▼状況1 

「あの。（PC1のヒーローネーム）さん……！」 

 やや薄汚れた服装の少女が、PC1 に呼び掛ける。年の頃は 8 歳程度。片

手に小さなウサギのぬいぐるみを掴んでいる。 

 



「おねがいがあります。助けてほしい人が、いるんです」 

 何度も練習してきたような口調で、必死に頼みこんでくる。 

「わたしたちのこと、励ましてくれた、ヒーローなんです」 

 頭を下げて、巾着袋(中身はエントリー参照)を差し出す。 

 

以降、PC1との会話の中で以下の事柄を伝える。 

・自分の名前はマリー・ロランという。 

・自分たちが泣いていた時、「助けに来る」と励ましてくれたヒーローがいる。 

・だが、それ以来何日経っても現れない。約束を破るはずはないから、ヴィラ

ンに捕まってしまったのだと思う。 

・名前は「ライア」。目の周りが白、鼻から下が真っ黒の仮面をかぶっていた。

細っこくて背が高い。（そのようなヒーローは PC1 の記憶にない。G6 に照

会しても記録はない） 

・自分たちをいじめていたのは「ウィーバー」という女のヴィラン。 

 

少女は、「ライア」の声の入ったぬいぐるみ（音声を録音し、物真似する機能

のついたもの）を PC1 に渡して、小走りに帰っていく。雑多な子供の声が録

音されている中にひとつだけ、青年の声の断片が入っている。「……ああ。す

ぐ、助けに来るからね。だからみんな、泣かないで。いい子で待ってて……」 

 

※ もしPC1が訊ねた場合のみ 

Q.「助け」が要るような状況なのか？ 

A.「ウィーバー」にさらわれた。でも、だいじょうぶ。ライアが助けてくれるから

大丈夫。 

（以降、どうやってここへ来たのか、他の仲間はどうしているのかなど、突っ込

んで聞かれた場合、少し迷うが特に隠すことはなく伝える。内容は下の「解説」

参照。その結果 PC1 が直接子供たちを助けようとした場合や、マリーを帰さ

ない場合も問題ない。最終ページ記載の「補足事項」参照） 

 

▼解説 

 少女（マリー）は「ザ・ウィーバー」に捕まっている子供のひとりである。仲間

たちの助けで一時的に檻を抜け出して、ヒーローに助けを求めに来ている。

最年少の彼女だけが檻の鉄格子の隙間を通ることができたため、連絡役を

受けて立ってのことだ。人数が足りないことがバレれば他の子供たちが何を

されるか分からないので、PC1が依頼を受けてくれたなら、急いで仲間の元

に戻る（つもりでいる）。 

 もしPCが引きとめた場合については最終ページ「補足事項」を参照。 

 

▼状況2 

 少女が帰っていった後（あるいは PC1 が依頼を受けた後）、TV（または街

頭スクリーン等）からニュースが流れてくる。 

「次のニュースです。2週間前から発生している児童連続行方不明事件につ

いて、G6 は、市民の皆さまからも広く情報を募るとの発表を行いました。子

供たちと犯人の捜索には、主としてヒーロー『PC2』に依頼を行っていると

のことです。皆様、どうかご協力と情報提供をお願いします。連絡先は――」 

 ほぼ同時にG6から、PC2に連絡するための番号が、一斉送信のメールで

回ってくる。 

 画面に映った「行方不明の子供たち」の写真の中には、今しがた見た少女

の顔があった。 

 

▼エンドチェック 

 □ PC1が少女（マリー）の依頼を受けた 

 □ PC2の名前が出てくるニュースを聞いた

■□ イベント 02：不穏な沈黙 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC2 

▼場所：夕刻、サーカスの終演後 

 

▼状況 

 キミは今、G6 の依頼でパトロールを行っている。子供の行方不明事件が連

続しており、その再発の警戒のためだ。事件は主に遊園地やサーカス、野外

劇場の子供向けショーなどの場所で起きているとのことで、一日足を棒にし

てそれらを回ったのだが、今日のところはどこにも事件は起こらなかった。キ

ミのパトロールが効いたのか、それとも……。 

 

 本日最後の調査箇所であるサーカスも無事に終了。客は三々五々と出てゆ

き、ステージはもうがらんとして、痩せぎすのピエロが一人寂しく掃除をして

いるばかり。G6の連絡役「チェイン」の一員がそっと近づく。 

「（PC2 のヒーローネーム）、おつかれさまです。状況はどうですか、何か異

常は」 

「――これで2日、事件は起きていません。……どう見ますか、PC2」 

「G6 は、事件が終焉したのではなく、最悪の場合……『何らかの計画のた

めの頭数が足りた』というケースを懸念しています」 

「これまでは、再発の防止を最重視していましたが。最も有力なヒーローであ

るあなたにも、明日から『子供たちの救出』のための捜査に移って頂きたい

とのことです」 

「……その。これまで犯人の捜索は G6本部が行っていたのですが、進展が

…… はい……。」 

 

「市民やフリーのヒーローたちにも広く情報を募ることにしました。あなたの

名前を出させて頂いたので、何か連絡があるかもしれません。こちらがヒー

ローたちに番号をお伝えした端末です（使い捨ての携帯電話を渡す）」 

 

▼解説 

 「児童連続行方不明事件」について、G6が PC2にあらためての依頼を行

うシーン。「再発防止のためのパトロール」から、よりメインの立ち位置、「子

供たちの救出・犯人の捜索」に任務が移行する。 

要するに「G6 本部では見つけられなかったので、すみませんがお願いしま

す」とぶっちゃけているようなものである。 

 

▼エンドチェック 

 □PC2が「任務が子供たちの救出になった」旨を認識した 



■□ イベント 03：人形師からの招待状 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC3 

▼場所：街はずれの廃墟、2週間ほど前 

 

▼状況1 

・2 週間ほど前のことだ。キミは満身創痍で不気味なクリーチャーと戦ってい

た。 

 相手の名は「ミニ☆スローターちゃん」。肉塊に目玉と腕がたくさんついた、

その名の通りあの「ザ・スローター（ルールブック P.27挿絵）」を小さくした

ような外見をしている。「ザ・ウィーバー」というヴィランの作ったふざけたバ

ケモノだが、その力は凄まじかった。 

 キミとの戦いで既に瀕死の「ミニ・スローター」は、血を流し、身体を崩壊さ

せながら掴みかかってくる――（※対応・演出は PC3 の自由。吹き飛ばし

ても掴まれても構わない） 

 

・遠のきかけた意識が、甲高い声に呼び戻される。 

「よくも…… よくもやってくれましたわね、PC3……！」 

 近くの瓦礫の中からフリルだらけの服を着た少女が這いだして来る。「ザ・

ウィーバー」だ。彼女も片腕が折れておもちゃのようにぶら下がり、片足を引

きずっている。ミニ・スローターはキミから少し離れたところで潰れた格好で

痙攣している（先の場面で PC3が攻撃しなかった場合でも、自重を支えき

れずに同じ状況に陥る）。 

「今日のところは引いてあげますわ。でも、見てらっしゃいな、今度こそ私のこ

の子が勝ちますわ！」 

 ヴィラネスは負け惜しみのように言い放ち、ミニ・スローターを引きずってそ

の場から逃げる。 

 再び意識が遠のくさなか、悔しそうな彼女のひとりごとが耳に残る。 

 

「もう！ クローニングで量産したパーツじゃ脆いですわね」 

「やっぱり、ちゃあんと、本物の、かわいいお手々を集めなきゃ……」 

 

▼解説1 

 2 週間前の、「ミニ・スローター」「ザ・ウィーバー」と PC3 の戦いの終盤の

シーン。PC3 は負傷したうえ、力を使い果たしてほとんど体が動かない。

PC3の対応・演出はできる限り自由に任せてよい。必要なのは最終的に「ヴ

ィランに追いつく前に意識が途切れてしまう」部分。 

 

▼状況2 

・その後、キミはG6の系列の病院に担ぎ込まれた。それから 2週間。目を醒

ますまでに 1週間以上かかり、通常のベッドに移ってからはまだ数日という

所だった。 

・看護婦が、G6 やヒーロー仲間、友人などからのお見舞い品を運んできてく

れる（友達がいない場合は G6 からのみ）（他の PC からのお見舞いがあ

ってもよい。各PLに訊ねてみること）。 

その中に、無闇にごてごて飾られた真っ赤な封筒があった。内容は以下。 

 

 

「ごきげんよう、PC3。お目覚めはいかがかしら。 

 もうお目にかかれないかと思ったけれど、 

貴方もずいぶん頑丈なお人形ね。 

 こちらも修繕は順調です。 

 わたくしの手がやっと治りましたから、 

またお裁縫ができますのよ。 

  

あとは、ようやく揃えた子供たちから可愛いパーツを切りとって、 

きれいに並べてミニ☆スローターちゃんに付けるだけ。 

 ご挨拶に伺うのを楽しみにお待ちくださいましね。 

  

あなたの人形師より」 

 

 ベッドサイドのTVからニュースが流れている。 

「次のニュースです。2週間前から発生している児童連続行方不明事件につ

いて、G6 は、市民の皆さまからも広く情報を募るとの発表を行いました。子

供たちと犯人の捜索には、主としてヒーロー『PC2』に依頼を行っていると

のことです。皆様、どうかご協力と情報提供をお願いします。連絡先は――」 

 

 耳の奥に、あの不気味な言葉が蘇る。 

『本物の、かわいいお手々を集めなきゃ……』 

 どうやら「挨拶」とやらをのんびりベッドで待っているわけにはいかないよう

だ―― 

 

▼解説2 

PC3 が、戦いのダメージからの療養中に「ザ・ウィーバー」からの挑発的な

招待状を受け取るシーン。PC3 は「連続行方不明事件」の黒幕（容疑）の情

報を持ってシナリオに参加することになる。 

 

▼エンドチェック 

 □「2週間前の戦い」をPC2と共に描写できた 

 □PC2がヴィランたちを探しに動く意志を見せた 

 

  



展開フェイズ 

―――――――――――――――――――― 

■□ イベント 04：小さな声 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC2（他のPCも登場自由） 

▼イベントの種別：通常のイベント 

▼場所：街の中。PC2が捜査中に行きそうな場所を訊いて決めてよい。 

裏通りでも喫茶店でも自由に。 

 

▼状況 

・G6 を通じて雑多な情報が流れ込んでくる。目を引いたのはひとつの音声

データ。W.A.V.E.(P.226)の音響スタッフの一人からの提供情報だった。

街なかで効果音のサンプリングを行っていた際に偶然拾った音声で、ニュ

ースを見てもしやと思って拡大してみたものだそうだ。 

 

・内容は「導入フェイズ：イベント 00」の音声のみを拾ったものである。（この

「WAVE の音声データ」は G6 から渡された使い捨て端末に送られてきて

おり、以降好きな時に何度でも再生することができる） 

 

・WAVEの記者は、録音を行っていた場所を大まかながら教えてくれる。これ

だけの数の子どもの泣き声がしていたとあれば、付近で耳にしていた人が

いる可能性は高い。子供たちと犯人の居場所の、かすかながら確かな手掛

かりを、キミの手はつかんだ。 

 

▼解説 

通常のイベント。 

PC2 が子供たちの状況、ならびに「ザ・ウィーバー」とピエロ（アルロ）の声

の情報（「WAVEの音声データ」）を得るシーン。 

GM は「イベント 00：ヴィラネスの作法」の内容をもう一度、「視覚的な描写

を除いて、声と物音だけを拾う形で」伝えること。 

 

他のPCと合流を始めてもよいだろう。 

 

▼エンドチェック 

 □PC2が「WAVEの音声データ」を入手した 

 □PCたちが調査の取っ掛かりを認識した 

 

―――――――――――――――――――――――― 

 

■□ イベント 05：痕跡 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC2を中心に任意 

▼イベントの種別：チャレンジイベント 

▼場所：街の中（PCの演出に合わせて動き回ってよい） 

 

▼状況 

PC2 が入手した音声データが、ようやく手掛かりになりそうだ。地道な捜査

になりそうだが、先ずは「子供たちの泣き声」についての聞きこみから始めて

みようか。 

 

▼解説 

チャレンジイベント。PC は自由に登場してよい。PC がこのチャレンジを達成

するためには、合計3回のチャレンジ判定に成功しなければならない。 

 

▼チャレンジ判定「捜索」の詳細（GM用） 

 

・判定(1)：交渉、または心理 

 子どもたちの泣き声についての情報を集める。 

 成功すると周辺住民から以下の話が聞ける。 

「確かに、たまになんだか泣き声が聞こえた。空き地のある裏路地のほうだ。

ある日から聞こえなくなって、いつのまにか空き地のテントがなくなった」 

「テントがなくなったのは、つい昨日かおとといかそこらだ」 

「引き払う時、その辺のチンピラを金で雇って撤収を手伝わせてたみたいだ」 

 

・判定(2)：白兵、射撃、霊能のいずれか 

 撤収を手伝い、口止め料を受け取ったチンピラから情報を聞き出す。 

 成功すると以下の様な話を聞ける。 

「わかった、わかったよ。話す。奴らには言わないでくれよ」 

「変なサーカスの撤収だろ？ 詳しくは知らねえ」 

「たしか、移動するために何かけっこう目立つ物を買ってたはず」 

「そういう会計とか事務は雑用のピエロのやつがやってた」 

「アルロって男だ。ひょろっと背の高い、貧相な若造だよ」 

 サーカスのチラシを見せる。写真の端の方にピエロがいる。 

 

・判定(3)：知覚、操縦、経済のいずれか 

ピエロの男を探す。 

成功すると、街はずれのゴミ捨て場で立ち尽くしている「アルロ」の後ろ姿

を見つけることができる。 

 

失敗： 

PC がこのチャレンジに成功しないまま展開フェイズを終了した場合、情報入

手はできるものの時間がかかりすぎ、PC全員は[疲労]状態となる。 

 

▼チャレンジ判定「捜索」(PL用簡易一覧) 

・判定(1)：交渉、または心理 

 子供たちの泣き声に着いての情報を集める。 

 

・判定(2)：白兵、射撃、霊能のいずれか 

判定(1)で突き止めた対象から情報を聞き出す。 

 

・判定(3)：知覚、操縦、経済のいずれか 

判定(2)で判明した対象を探す。  



■□ イベント 06：月はみそらに □■ 

 

▼登場キャラクター：PC1（他PCも登場自由(推奨)） 

▼イベントの種別：クエリーイベント（PC1） 

▼場所：街はずれのゴミ捨て場 

 

▼状況1 

・広大なスペースに、廃車や家電製品から玩具に生ごみ、糸くずまで、うず高

くゴミやガラクタの積み重なった不法投棄場の片隅。 

痩せた長身の青年が、手に持った仮面をじっと見下ろしながら、肩を落とし

てしょんぼりと立ち尽くしている。 

傍らには、テントの撤収にあたって捨てるものを運んでいたらしき大八車。 

 

・PC にはなかなか気づかず、声を掛けると「わっ」と驚いて振り返り、尻もち

をつく。ピエロの仮面が傍らに転がる(PCが目をやる、手に取るなどした場

合、仮面の下半分が乱雑に黒く塗られていることが分かる)。 

青年は混乱して「殺さないでくれ」「何も言ってない」などと口走るが、PC

たちがザ・カーニバルのヴィランでないのに気づくと少し落ち着く。 

 

「あんたたち、ザ・カーニバルの奴じゃない…… のか」 

「それじゃ、……あんたたち、ヒーローか？」 

「……そうか。そうだよな。……わかってる。抵抗はしないよ、逮捕してくれ」 

 独り合点して、力なく両手をそろえて PC1に差し出す。 

「ザ・カーニバルで働いてたやつを逮捕しに来たんだろ、…違うのか？」 

 

▼解説1 

ここからは PC1 がピエロの男「アルロ」と会話して、その処遇を決めるシー

ン。PC1へのクエリーとして処理する。 

はじめ、アルロは PCたちが「ザ・カーニバルの下働きだった自分を逮捕しに

来たヒーロー」だと勘違いしている。 

以降、PCが彼に何を言うか、何を訊ねるかによって得られる答えは状況2を

参照。 

 

※PC がマリーを連れている場合、「ライア」のことやマリーの依頼の話にな

り次第、アルロは震えながら「彼女のいない所で話したい」と頼む。(マリー

は、アルロを見ても「ぴえろのひと」としか分からない) 

 

▼状況2 

・アルロが『ライア』ではないのかを訊ねた場合 

「……どうしてそれを」 

「（説明した場合、震え出して）……違うんだ。違う。嘘なんだよ」 

「ただ泣き止ませようとして、僕がついた嘘なんだ」 

「見てくれよ。ただのピエロの仮面のスペアだ。ここに涙が描いてあるから、

マジックで黒く塗ったんだ。明るいところで見ればすぐわかるだろ。ばかみ

たいに安っぽいだろ」 

「『ライア』なんてヒーローは、どこにもいない」 

「だから、後ろめたくて、……ヒーローネームなんか言えなくて、『嘘つき
ラ イ ア

』だ

って言ったんだ……」 

 

・マリーたちの依頼のことを伝えた場合 

 目を見開いて凍りついた後、ぼろぼろと泣きだしてしまう。 

「どうして」「どうして、僕なんかを」 

「僕はあの子たちを騙したんだ。助けるなんて嘘をついて」 

「あいつが、……『ウィーバー』が、怖くて、怖くて、結局何もできなかったんだ」 

「僕は、僕はヒーローなんかじゃない……！」 

 

・アルロ本人のことを訊いた場合 

「ただの下働きのピエロだよ。パワーも何もない、オールデイズだ。子供の頃

あいつらにさらわれて、死ぬのが怖くてあいつらに媚びて、雑用係で生き延

びただけの」 

 

・どうして嘘をついたのか、子供たちに勘違いさせた状況などを訊いた場合 

「……泣き止ませなくちゃと、思ったんだ」 

「『ウィーバー』に殺されないように、静かにさせないといけなくて、……ヒー

ローが助けに来ると思えば泣き止むかもしれないって」 

 

・「どうしたいのか」「PCたちに何か言うことは」等を訊いた場合 

「……あの子たちを」 

「（土下座して額を地面に擦りつける）あの子たちを、助けてくれ、ヒーロー。

何でもする。僕のことは死ぬまで牢屋に入れてくれていい。し、死刑になっ

ても、構わないから」 

 

・「目立つ購入品」について 

（※これはPCたちが訊かなかった場合もシーンの最後に教える） 

「ウィーバーが買って乗って行ったのは、動物運搬車、だ。後ろに子供たちを

詰めて運べる、大きな箱みたいな荷台のついたトラック。赤と黒の縞々に塗

られた派手な中古品だから、どこを走っていても目立つと思う」 

 

▼解説2 

・アルロ（ライア）はどう扱っても構わない。殴ってこの場に放置して行こうと、

子供たちに謝れと引きずっていこうと、仮面をかぶせて連れて行こうと、仮

面だけ持って行こうと問題ない。PC1 へのクエリーなので、PC1 が決める

ことだけが重要だ。 

 

・彼の処遇について PC 間で議論が発生するかもしれない。キャラクター性

がおおいに出る場面であるので、それ自体は歓迎してよい。が、GMは適宜、

「アルロの処断を決めること」が「PC1へのクエリー」である旨を伝え、最終

的にPC1の決断を促すよう協力を求めること。 

 

・もし一緒に連れて行く場合、GM が扱いに悩むことがあれば最終ページの

「補足事項」を参照。 

 

▼エンドチェック 

 □PC1が『ライア』の処遇を決めた 

 □「赤と黒の縞々に塗った動物運搬車」の情報を得た 

 □グリット1点を得た 

  



■□ イベント 07：代弁者 □■ 

 

▼登場キャラクター：PC2 

▼イベントの種別：クエリーイベント 

▼場所：PC2の希望に合わせる。車を捜しに向かう途中の路地など。 

 

▼状況 

手に入れた情報を元に車を捜しに行こうとする PC2 を、カメラを持った記者

たちが発見。追いかけながら声を掛けてくる。 

・（離れたところで）「いたぞ！」「おっ」「行け、行け」 

・(回りこんで足止めして)「あのー、(PC2 のヒーローネーム)さんですよね？」 

「PC2 さんが、児童連続行方不明事件の捜査の中枢の任に着いたという発

表がありましたが、事実でしょうか？」 

「G6 の捜査はずいぶん時間が掛かっていますが、その辺りどうお考えです

か？」 

「ご不安の中にいらっしゃる保護者の皆さまに一言いただけますか」 

「チームメンバーを不安視する声もあるようですが、いえ、私ではなくあくまで

世論の話ですが、そこのところ、いかがですか？」 

「ヴィランとの戦闘になった場合、子供たちを傷つける危険性もありますよね。

そのあたり、ご判断とコメントをお願いします」 

 

▼解説 

PC2がマスコミの心ない「取材」にさらされるシーン。 

質問にどう答えるか、あるいはどう捌くのかが PC2 へのクエリーとなる。追

い払うか、コメントしてやるか、脅かすか、とりあえず黙らせて足を止めさせれ

ば彼らはシーン外に退場する。 

 

▼エンドチェック 

 □PC2が記者たちを何らかの形で捌ききった 

 □グリット1点を得た 

 

――――――――――――――――――――――――

■□ イベント 08：チェイス！ □■ 

 

▼登場キャラクター：任意 

▼イベントの種別：チャレンジイベント 

▼場所：街の外へ向かう道路 

 

▼状況 

次の拠点に落ち着けば、「ザ・ウィーバー」は今度こそ「仕上げの作業」に入

るだろう。その前に、つまりは運搬中の今、「赤と黒の縞々に塗った動物運搬

車」を探して足を止めさせ、子供たちを取り戻すしかない。 

 

▼解説 

PC は自由に登場してよい。PC がこのチャレンジを達成するためには、合計

3回のチャレンジ判定に成功しなければならない。 

 

▼チャレンジ判定「チェイス！」 

・判定(1)：追憶、経済、心理のいずれか 

ヴィランがどのルートを通って移動するかを割り出す。 

 

・判定(2)：運動-20％、操縦 

動物運搬車に追いつく。 

 

・判定(3)：作戦、射撃、霊能 

車を（物理的に）止め、決戦に持ち込む。 

 

失敗： 

ヴィランは意地の悪い準備を整えて悠々とキミたちを迎え撃つ。子供たちが

手足を縛られて、決戦フェイズのエリア中に転がされている。 

彼らを傷つけずに戦うためには、PC は決戦フェイズでの戦闘中、属性が「攻

撃」のパワー使用時に-10％の修正を受ける。 

 

※このイベント中、状況的に「運搬車が PC たちの視界に入り、声が届きそう

な距離になった」時点で、子どもたちが車の後部の小さな鉄格子に群がっ

て必死に話しかけてくる（通常は判定(2)の成功直後を想定。描写次第で

前後してよい）。内容は大まかに以下。 

 

（子供たち、まず【環境値】の一番高いPCの姿に気づく） 

「あ、（該当PCのヒーローネーム）だ！！」「てれびでみた！」 

（マリーを帰している場合、彼女はPC1に気づく）「（PC1）さん……！」 

（子供たち、次には「ライア」が心配になる） 

「あ、ライアは？」「ライアだいじょうぶ！？」「たすかった？」 

 

エンジンの騒音の中、鉄格子に耳をくっつけて PCたちの答えを聞く。子供た

ちはPCの説明を基本的に全て信じる。指示があれば従う。 

 

※「ライア」（本物偽物問わず）がPCたちといる場合 

「ほんとだ、いる！」「よかったーー！！」「けがしてない？大丈夫！？」 

「ぜったい来てくれるって、信じてた！！」 

 

※この場にいる「ライア」がアルロである場合、子供たちの言葉の後に 

アルロ「……うん。（PC1)さんたちが、助けてくれたから……！」 

子供たち「（歓声）PC1 すげー！」「マリー言ってたとおりだな」「ヒーローたす

けるヒーローだ！」 



■□ イベント 09：白くあかるく見ゆれども □■ 

 

▼登場キャラクター：全員 

▼種類：クエリーイベント（PC3） 

▼場所：PC たちが動物運搬車に追いつき、止めた地点。倒壊した建物の残

骸が散らばる廃棄区画(オープニングの戦闘の舞台)。 

 

▼状況1 

 運搬車から「ザ・ウィーバー」が降りてきて、PC3を睨みつけて笑う。 

「2週間ぶりね、PC3。傷のお加減はどう？」 

「（PCたちを見回して）それにしてもたいそうなお出迎えだわ。PC1に、PC2

まで。 

 PC3、あなた一人では私のミニ☆スローターちゃんに勝てないって、認めて

くださったということでよろしいんですの？」 

「スローターちゃんのお手々をちゃんと仕上げてから、こちらから伺うつもりで

したのに。 

 決着をつけるためなら、それを待ってもよかったはずですわ。 

 どうして先においでになったの、そのお身体で？」 

 

▼解説1 

 決戦を前に、「ザ・ウィーバー」がPC3を挑発する場面。 

 PC3に対するクエリーとして処理する。クエリーとしての主な問いは 3つ目

（「決着をつけるためなら～」）。他の質問は、もし展開に合わないようなら省

いてもよい。 

 PC3 が問いに答え、なぜここまで戦いに来たのかを示したなら、ヴィランは

納得して(あるいは歯噛みして)「ミニ・スローター」を呼び出す。 

 

▼状況2 

「いらっしゃい、私の小さいスローターちゃん」 

運搬車の下部から「ミニ・スローター」が這いだして来る。平たくなってシャ

ーシに貼りつくかたちでここまで来たようだ。自分たちの真下にそんなもの

がいたことを知らなかった子供たちが驚いて悲鳴を上げる。 

 ミニ・スローターはまだ子供たちの腕を継いでもらっていないため、PC3 に

やられた腕は無数の金属製の義手に置き代わっている。 

「あんまり可愛くない代替品ですけれど、破壊力は前より大きくなってますの

よ」 

「今度こそ、手も足もちぎり取ってあげますわ。そうして、あの子供たちもそうな

るのを、目の前でじっくりと見物させてさしあげます！」 

 

▼エンドチェック 

 □PC3がウィーバーの問いに何らかの答えを返した 

 □グリット1点を得た 

  



決戦フェイズ 

―――――――――――――――――――― 

 

■□ イベント 10：決戦 □■ 

 

▼登場キャラクター： 全員 

▼イベントの種別：バトルイベント 

▼場所：イベント9と同じ 

 

▼状況 

ウィーバー 

「そろそろご退場願おうかしら。早くこの子に、PC3 さんに壊されたぶん、本

物のお手々をつけてあげなくちゃいけませんの！」 

 

 「ザ・ウィーバー」は空中に指を踊らせ、見えない糸を引くような身振りをする。

歪な人形が3体、車の前方から踊り出てきて彼女とPCたちの間に立ちふさ

がり、「ミニ・スローター」が耳障りな金切り声を上げて動き出す。 

 

ラウンド進行に移行する。 

 

▼解説 

 敵は「ザ・ウィーバー」、「ミニ・スローター」各1体、 

「失敗作」×2体の計4体だ。 

 PCはエリア1もしくは2に配置。 

「ザ・ウィーバー」はエリア4、 

「ミニ・スローター」と「失敗作」はエリア3に配置する。 

 

▼戦術 

・「ザ・ウィーバー」 

 まず《パペット・ワイヤー》で味方を強化（ミニ・スローターを優先）。 

 攻撃系のパワーの目標になった場合、生きている「失敗作」がいる間は《ダ

ブル・ドール》を使用。 

 手が空き次第《カワイくなあれ》で攻撃。 

 

・「ミニ・スローター」 

 移動する PC に《イカナイデ》で追いすがり、できるだけ PC の多いエリア

で《イタイイタイイタイ》を使用。サニティに余裕があるうちは、攻撃を受けた

タイミングの《コワイコワイコワイ》を忘れずに。 

 

・「失敗作」 

 攻撃の届くPCに、距離が近い方からひたすら《投げつける》。 

■□「ザ・ウィーバー」□■ 

 ザ・プロデューサーの弟子を名乗るヴィラネス。彼の手で使ってもらえること

を夢見て、様々な「人形」＝クリーチャーやヴィランを造り出し続けるマッドサイ

エンティストである。 

 小さなもの、特に精巧なミニチュアに美を見出す感性の持ち主。最近のお

気に入りは人間の子供の腕や指。 

 

▼能力値   技能（成功率） 

【肉体】20  運動20％ 生存30％ 

【精神】60  心理70％ 知覚65％ 

【環境】60  作戦90％ 科学95％ 経済90％ 

 

▼エナジー 

【ライフ】25 

【サニティ】25 

【クレジット】40 

 

▼移動適正：地上、飛行 

 

▼パワー 

《あかいくつ》 

属性：強化  判定：科学95％ 

タイミング：行動 

射程：2   目標：3体 

代償：ターン6 

このイベントの間、対象の〈白兵〉と〈射撃〉と〈霊能〉の成功率を+30％し、

[毒3]状態にする。この効果は、キミが戦闘不能になった時点で終了する。 

 

《カワイくなあれ》 

属性：攻撃  判定：科学95％ 

タイミング：行動 

射程：2    目標：2体 

代償：ターン10 

目標は〈運動〉-20％の判定を行う。この判定に失敗したキャラクターは 

[1D6+2]のダメージと[転倒]を受ける。 

 

《パペット・ワイヤー》 

属性：強化  判定：－ 

タイミング：特殊 

射程：2   目標：１体 

代償：サニティ3 

行動順ロールの直後に使用できる。対象を隣接エリアへと移動させる。 

 

《ダブル・ドール》 

属性：妨害  判定：- 

タイミング：特殊 

射程：3    目標：1体 

代償：クレジット10 

キミがパワーの目標になった直後に使用できる。そのパワーの目標を、キミ

から射程 1 以内にいる別のキャラクター（ヘンチマンのみ指定可能）に変更

する。このパワーは1ラウンドに1回まで使用できる。 

「ザ・プロデューサー」のパワーを不完全ながら真似た技。



 ■□「ミニ☆スローターちゃん(スラッシュ・テン)」□■ 

 ザ・ウィーバーに造られたクリーチャー。かのザ・スローターに見た目だけ似

せられたミニチュア版である（参考：ルールブック P.27 挿絵）。G6 側は「１

/10 のスローター」ということで「スラッシュ・テン」のコードネームで呼んで

いる。 

直径 2 メートルほどの肉塊から無数の小さな腕が突き出し、隙間に埋まった

大きな目玉から涙を流して暴れ回る。現在は修理中の状態で、腕のほとんど

が金属製の義手に置き替えられている。ウィーバーは修理用のパーツとして、

本物の子供の腕を探している。 

 

▼能力値   技能（成功率） 

【肉体】30  白兵85％ 運動30％ 生存55％ 

【精神】10  知覚25％ 

【環境】10   

 

▼エナジー 

【ライフ】35 

【サニティ】16 

【クレジット】5 

 

▼移動適正：地上 

 

▼パワー 

《イタイイタイイタイ》 

属性：攻撃  判定：白兵85% 

タイミング：行動 

射程：1    目標：エリア 

代償：ターン20 

キミ以外の目標は〈運動〉-10％の判定を行う。この判定に失敗したキャラク

ターは[3D6+2]点のダメージを受ける。「ザ・ウィーバー」は目標とならない。 

 

《イカナイデ》 

属性：攻撃、移動  判定：白兵95% 

タイミング：特殊 

射程：2       目標：1体 

代償：ライフ4 

目標が戦闘移動または離脱を行った直後に使用できる。キミは目標と同じエ

リアに移動する。目標は〈運動〉の判定を行う。この判定に失敗したキャラクタ

ーは[束縛]状態となる。この[束縛]はラウンドの終了時に回復する。 

このパワーは１ラウンドに１回まで使用できる。 

 

《コワイ、コワイ、コワイ》 

属性：攻撃  判定：生存55％ 

タイミング：特殊 

射程：1    目標：エリア 

代償：サニティ5 

キミがダメージを受けた直後に使用できる。キミ以外の目標は〈意志〉

+20％の判定を行う。この判定に失敗したキャラクターは 1D6 点のショック

を受ける。 

 ■□「失敗作
い ら な い こ

」□■ 

 ザ・ウィーバーに造られたクリーチャー。妙に生々しいパーツで構成された、

歪な等身大の人形。ヘンチマンである。 

 

▼能力値   技能（成功率） 

【肉体】10  射撃65％ 

【精神】10   

【環境】10   

 

▼エナジー 

【ライフ】5 

【サニティ】5 

【クレジット】3 

 

▼移動適正：地上 

 

▼パワー 

・投げつける 

属性：攻撃  判定：射撃65％ 

タイミング：行動 

射程：2    目標：1体 

代償：ターン10 

[1D6]点のダメージを対象に与える。 

自分のパーツを取り外して投げつける攻撃。 



余韻フェイズ 

―――――――――――――――――――― 

■□ 結末（戦闘終了直後・全員） □■ 

ウィーバー「……お見事ですわ、PC3。それにPC1…… PC2」 

「くやしいわ。その腕、そのお目々、パーツに使ったら、どんなに……（倒れる）」 

 

 運搬車の後部扉の鍵はウィーバーが首から提げている（鍵を物理的に壊して

開けてももちろんOK）。 

 子供たちが歓声をあげて走り出てきて、ヒーローたちに駆け寄り口々に礼を言

う。みんな少し服が汚れ、擦り傷や痣のある子もいるが、おおむね無事と言っ

ていい元気さだ。 

 マリーはゆっくり、けれどまっすぐにPC1の前に歩いてくる。 

「（PC1のヒーローネーム）さん」 

「……ありがとう。あのとき、だれに助けてって言ったらいいか、まちがえなくて、 

PC1さんのところ、いって、よかった」 

 

■□ 結末（PC2） □■ 

G6 本部で手厚く礼を言われ、労われる。その後、マスコミが詰めかけている

ことを伝えられる。展開フェイズの時とはまったく違う、文字通りのヒーローイ

ンタビューに押しかけた報道陣の熱烈なフラッシュが PC2 を迎える。クエリ

ーで出てきた記者が、「あの時は失礼を」と頭を下げる。別の記者がマイクを

差し出す。 

「えー、まずお願いします。捜査の中心として活躍された PC2 さんの視点か

ら、今回は、どのような事件だったのでしょうか」 

 

■□ 結末（PC3） □■ 

導入フェイズで入院していた病院の主治医に呼び出されて怒られ、検査と治

療に回される。子供たちを救ったことが(PC2 の関係で)報道されているの

で、小言はある程度で止むものの、医師は最後に訊ねる。 

「あんな状態で出ていくなんて、やはりヒーローでも無茶が過ぎます。他のヒ

ーローに任せるわけにはいかない理由でもあったのですか？」 

 

■□ 結末（PC1） □■ 

PC1の余韻フェイズは、どのNPCと深く関わっていたかによって変わるだろ

う。 

マリーや子供たちと主に関わっていた場合は、彼らからファンレターとプレゼ

ントが届く。中身はおはじき、キャラクター消しゴム、きれいなビーズにどんぐ

りのコマ…… 

アルロに何らかの救いを与えていた場合には、彼が後日、PC1 の日常的な

ヒーロー業務の後あたり（導入フェイズの繰り返し演出にするのもよいだろう）

に訪ねてくる。クエリーイベントでPC1がかけた言葉に言及し、それにどんな

に救われたかを伝えて礼を言う。展開によっては、いつか一人のジャスティカ

が生まれることもあるかもしれない。 

 

最後に、アルロの場合は口頭で、子供たちの場合はファンレターの一文で、

PC1に訊ねる。 

「ヒーローには、どうしたら、なれますか」 

 

補足事項 

―――――――――――――――――――― 

▼マリーの扱いについて 

・「イベント01:ヒーロー救出依頼」で PC1が彼女を引きとめた場合 

「解説 1」の理由から「はやくかえらないといけないです」とそわそわする

が、何らかの説得を受けた場合には PCを信じて留まる。特に役立つ能力

はないが、連れて歩く分には構わない。 

 

・PCが、直接子供たちを助けると提案した場合 

マリー及び子供たちは「ライア」を信じきっているために「PC1 にライアを

助けてもらう→ライアに助けてもらう」というルートしか思いついていない。

思いついていないだけなので、もし PCがマリーに「自分たちが直接子供

たちを助ける」と提案した場合、きょとんとしてから「そっかー！」となる。 

その場合、「ライアのことも助けてほしい」と念を押して懇願したうえで、仲

間が捕らえられている場所（裏通りの広い空き地のテント）へ案内する。 

が、ザ・ウィーバーは既に拠点を引き払っており、その場には僅かな痕跡し

かない。呆然とへたり込むマリー。表通りの街頭スクリーンからニュースが

聞こえてくる。（「状況2」の番組内容に続く） 

 

▼PCがアルロを連れて行った場合の扱いについて 

・基本的なスタンス 

彼は本当にただの一般人である上、子供たちを見棄てた時点で一度完

全に心が折れている。自主的な行動は基本的に起こせない。が、本物のヒ

ーローである PC たちの言葉は彼の心にも響くので、PC たちが望み、教

え、指示したことであれば必死に従う。それが精一杯である。 

メタ的に言えば、「PCたちより絶対に出しゃばらず、あくまでPCたちの判

断や望みを反映するように動く」。 

 

・PLがアルロに判定の伴うようなアクションをさせたいと言った場合 

バトルイベント以外であれば認めてよいが、判定は PC が行うこと。「PC

がアルロにうまく指示を出せたか」を判定する形になり、一律して「PCが、

該当の技能の判定を-10%の修正を受けて行う」ことになる旨を説明す

る。 

 

▼イベント06「月はみそらに」について 

解説に、つまるところ「GM から PC たちにアルロを助けさせようとの示唆は

しなくてよい」旨が書かれている。これは、飽くまで主人公は PCたちであり、

このセッションにおいては「架空のヒーローの存在を信じてしまった子供たち

を、本物のヒーローである PC たちがどうするか」という展開をメインに据え

たいためだ。 

 

アルロは「ライアを生み出してしまった」NPC であるのみなので、ここで出番

が終わっても何ら問題はない。シナリオ的には、彼は「ライアが架空の存在で

あること」「動物運搬車の情報」の２つを伝えさえすれば退場 OK と割り切っ

ておくと取り回しが楽になる。ひいてはPC1が自由な選択をしやすくなる。 

（もちろん、PC1 の決断で連れてゆく/救う等と言われた場合にあえて止め

る必要はない。） 


